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＜連絡事項＞

・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞

・中居松男様、西Bユニットへ移動となっている。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。女性の部屋へ入った理由についてはキリスト教の上官から命令があり抗えなかったと話している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。飲水要求あるが聞き入れはできている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞

・松本　好子様～昨日準夜帯にて服薬渋ることあり。本日は拒否なく服用できている。食事は集中できず立ち歩き目立っている。
・工藤　蓉子様～自排尿困難で腹部膨満あり。主治医報告、レボフロキサシン5日分処方となりBa留置となっている。

・居ヶ内　よね様～先日よりふらつきみられており、本日夕よりクエチアピン止め、9/20頭部CT予定となる。
・和田　昌様～西病棟より移動となっている。干渉的で易怒性あり。常に見守りを要して　　　　　　　　　　　　いる。

· 曳木　一守様～希死的な言動なく落ち着いている。日課の拒否はなし。服薬も拒否なく

できている。粗暴行為もなし。

・小出　秀男様～先週より排便回数少ないため本日腹部X-P検査行っている。結果便貯留多量に認められる。アローゼン、大建中湯処方となり、浣腸実施。反応便多量にあり。

＜田名部Dr診察＞

· 畑中　成夫様～バチール増薬となり1週間分処方となっている

· 丹内　栄子様～トピナ1週間分処方となっている。

· 澤村　彬様～抑肝散追加、オランザピンが減薬となり、他同内容で１週間分処方となっ

ている。

· 猪石　和宏様～臨時薬同内容で１週間分処方となっている。

· 瀧澤　杏奈様～臨時薬一部変更となり１週間分処方となっている。

· 松本　好子様～臨時薬一部変更となり１週間分処方となっている。

· 小澤　和子様～臨時薬同内容で１週間分処方となっている。本日、ハロマンス、タスモ

リン筋注行っている。

＜安ヶ平Dr診察＞

· 野田　敏治様～下痢が続いているため来週定期より酸化マグネシウム止めとなる。

· 和田　昌様～来週定期よりリボトリール止め、リーマス、タスモリン増薬となる。

